一 猫 

彼等 は 田舎に 住んで ゐる うちに、 猫 を 一 匹 飼 ふこと 

にした。 猫 は 尾の 長い 黒猫だった。 彼等 はこの 猫 を 飼 

まぬ か 

ひ 出してから、 やっと 鼠の 災難 だけ は 免れた こと を 

喜んで ゐた。 

はんとし のち 

半年ば かりたった 後、 彼等 は 東京へ 移る ことにな つ 

た。 勿論 猫 も 一し よだった。 しかし 彼等 は 東京へ 移る 

と、 いっか 猫が 前の やうに 鼠 を とらない のに 気づき 出 

さしみ 

した。 「どうしたんだ らう？ 肉 や 剌身を 食 はせ るか 

ら かしら？ 〔# 底本で は 「？」 の 後 は 1 字 アキ ご 「この間 



R さんが さう 言って ゐ ましたよ。 猫 は 塩の 味 を 覚える 

と、 だんだん 鼠 を とらない やうになる つて。」 —— 彼等 

はそんな こと を 話し合った 末、 試みに 猫を餓 ゑさせる 

ことにした。 

しかし、 猫 はいつ まで 待っても、 鼠 をと つたこと は 

てんじゃう うら 

一 度 もなかった。 そのく せ 鼠 は 毎晩の やうに 天井裏 

を 走り ま はって ゐた。 彼等 は、 —— 殊に 彼の 妻 は 猫の 

横着 を 憎み 出した。 が、 それ は 横着ではなかった。 

猫 は 目に 見えて 痩せて 行きながら、 掃き溜めの 魚の 

骨な ど を あさって ゐた。 「つまり 都会 的に なつたん だ 

よ。」 —— 彼 はこん な こと を 言って 笑った リ した。 



二 河鹿 

むすこ ひ とづ 

或 温泉に ゐる 母から 息子へ 人伝て に 届けた もの、 I 

み どびん かじか 

I 桜の 実、 笹餅、 土瓶へ 入れた 河鹿が 十六 匹、 それ か 

むす 

ら 土瓶の 蔓に 結びつけた 走り書きの 手紙が 一 本。 

力 じ 力 

その 手紙の 一 節 はかう である。 —— 「この 河鹿 は 皆 

をす めす もっと めす をす 

雄に 候。 雌 は あとより 届け 候。 尤も 雌雄と も 一 つ 籠 

に 入れぬ やうに。 雌 は 皆 雄 を 食 ひ 殺し 候。」 

三 或 女の 話 



ちゃう ど なほえ つ ゆ 

わたし は 丁度 十二の 時に 修学旅行に 直 江津へ 行き ま 

した。 (わたしの 小学校 は 信 州の X と 云 ふ 町に あるの 

です。) その 時 始めて 海と 云 ふ もの を 見ました。 それ 

から 又 汽船と 云 ふ もの を 見ました。 汽船へ 乗る に は 

さんばし 

棧 橋から はしけに 乗らなければ なりません。 私達の ゐ 

た棧 橋に はや はり 修学旅行に 来たらし い、 どこか 外の 

お ほせ い 

小学校の 生徒 も 大勢 わいわい 言って ゐ ました。 その外 

の 小学校の 生徒が はしけへ 乗らう とした 時です。 黒い 

ひと リ 

詰 襟の 洋服 を 着た 二十 四 五の 先生が 一 人、 (いえ、 わた 

しの 学校の 先生ではありません。) いきなり わたし を 

抱き上げて はしけへ 乗せて しま ひました。 それ は 勿論 



きん ざ よんち やうめ ひと リ 

銀座 四 丁目。 或 電車の 運転手が 一 人、 赤旗 を 青 旗に 

見ち がへ たと 見え、 いきなり 電車 を 動かして しまった _ 

が、 間違 ひに 気づく が 早い か、 途方もないお ほ 声に 「ァ 

ャ マリ」 と 言った。 僕 は その 声 を 聞いた 時、 忽ち 兵営 

や 練兵場 を 感じた。 僕の 直覚 は 当たって ゐ たかしら。 

五 失敗 

あの 男 は 何 をしても 失敗して ゐた。 最後に も —— あ 

さう しゃくし や しらせち ぅゐ 

の 男 は 最後に は 壮士 役者に なり 白 瀬 中尉 を 当て こんだ 

「南極 探険」 と 云 ふ 芝居へ 出る ことにな つた。 勿論 そ 



れは夏 芝居だった。 あの 男 は 唯の ペン グィン 鳥に なり、 

ひょうざん あ ひだ 

氷山の 間 を 歩いて ゐた。 そのうちに 烈しい 暑さの 為 

もんぜつ 

にとうとう 悶絶して 死んで しまった。 

六 東京 人 

まち あ ひ かみ ひとり 

或 待合のお 上さん が 一 人、 懇意な 或 芸者の 為に 或 出 

さて 

入りの M 服 屋へ帯 を 一 本 頼んで やった。 扨 その 帯が 出 

ぬし 

来 上って 見る と、 それ は 註文 主のお 上さん に は 勿論、 

若い 呉服屋の 主人に も 派手 過ぎ ると 思 はずに は ゐられ 

ぬ ものだった。 そこで この 舆服屋 の 主人 は 何も 言 はず 



病だった。 

彼 は その後 彼女 以外の —— 仮に 3 と 呼ぶ とすれば、 

3 と 云 ふ 女と 馴染み 出した。 彼女 は 彼に 反感 を 生じ、 

彼 以外の —— 仮に 4 と 呼ぶ とすれば、 4 と 云 ふ 男に 馴 

染み出した。 彼 は 又 急に 嫉妬 を 感じ、 彼女 を 4 から 奪 

ほん まう 

はう とした。 彼女 も 彼と 馴染む こと は 本望だった のに 

違 ひなかった。 しかしもう その 時には 幸福に も —— 或 

は 不幸に もい つか 4 に 愛 を 感じて ゐた。 のみならず 更 

に 幸福だった ことに は —— 或は これ も 不幸だった こと 

に は 彼 もい ざと なって 見る と、 冷 かに 3 と 別れる こ 

と は 出来ない 心 もちに 陥って ゐた。 



彼 は 3 と 逢 ひながら、 時々 彼女の こと を 思 ひ 出して 

ゐる。 彼女 も 亦 4 と 遠出 をす る 度に 耳慣れない 谷川の 

音な ど を 聞き、 時々 彼の こと を 思 ひ 出して ゐる。 …… 

八 実感 

或 殺人犯 人の 言葉。 —— 「わたし は あいつ を 殺し ま 

した。 あいつが 幽霊に 出て 来る の は 尤も 過ぎる 位尤 

もです。 唯 わたしが 殺した 通りの 死骸に なって 出て 来 

るなら ば、 恐ろしい こと も 何もありません。 けれども 

あいつが 生きて ゐる 時と 少しも 変らない 姿 をして 立つ 



て ゐたリ 何 かする のが 恐し いのです。 ほんた うに どう 

せ 幽霊に 出るならば、 死骸に なって 出て 来 や がれば 1^ 

いのに。」 

九 車力 

僕 は 十 一 か 十二 の 時、 空き箱 を 積んだ 荷車が 一 台、 

坂 を 登らう として ゐるを 見、 後ろから 押して やらう と 

した。 すると その 車 を 引いて ゐた男 は 車 越しに 僕 を 見 

返る が 早い か、 「こら」 とお ほ 声に 叱りつ けた。 僕 は 勿 

論 この 男の 誤解 を 不快に 思 はずに は ゐられ なかった。 



「貴様 は 性 も 懲り もない 奴 だな。」 

ぶつち や うづ ら 

すると 彼 は 仏頂面 をした まま、 かう 巡査に 返事 を 

した。 

くえき 

「わし は あの 牛 を 盗んだ から、 三 箇月 も 苦役 をして 来 

たので せう。 して 見れば あの 牛 はわし の ものです。 そ 

れが 家へ 帰って 見る と、 やっぱり 隣の 小屋に ゐ ました 

から、 (尤も 前より は 肥って ゐ ました。) わしの 小屋へ 

曳 いて 来た だけです よ。 それが どこが 悪い のです？」 

十一 嫉妬 



r〔# 底本で は 起こしの カギ がヌケ u わたし はず ゐ ぶん 嫉 

妬 深いと 見えます。 たと へば 宿屋に 泊まった 時、 そこ 

の 番頭 や 女中た ちがわた しに 愛想よ くお 時宜 をす るで 

せう。 それから 又 外の 客が 来る と、 やはり 前と 同じ や 

うに 愛想よ くお 時宜 をして ゐ るで せう。 わたし は あれ 

なん あと 

を 見て ゐ ると 何だか 後から 来た 客に 反感 を 持たずに は 

ゐられ ない のです。」 —— その 癖 僕に かう 言った 人 は 

僕の 知って ゐる 人々 のうちで も 一 番 温厚な 好 紳士 だ つ 

た。 

十二 第一 の 接吻 



彼 は 彼女と 夫婦に なった 後、 彼女に 今までの 彼に 起 

つた、 あらゆる 情事 を 打ち明ける ことにした。 その 結 

果は 彼の 予想した やうに 彼等の 幸福 を 保証す る ことに 

なった。 しかし 彼 は 彼女に 〔# 「に」 は 底本で は 「にに 匕 

もた つた 一 つの 情事 だけ は 打ち明けなかった。 それ は 

彼が 十八の 時、 或 年上の 宿屋の 女中と 接吻した と 云 ふ 

ことだった。 彼 は 何も この 情事 だけ は 話すまい と 思つ 

た訣 ではなかった。 唯 ちょっとした ことだった 為に 話 

さず とも 善い と 思った だけだった。 

のち ついで 

それから 二三 年た つた 後、 彼 は 何 かの 話の 次 手に ふ 



十四 母と 子と 

彼 は 近頃 彼の 母が 芸者だった こと を 知る やうに なつ 

た。 しかも 今 は 彼の 母が 北京の 羊肉 胡 同に 料理屋 を 出 

して ゐる こと も 知る やうに なった。 彼 は 商売 上の 用 向 

きの 為に 二三 日 北京に 滞在す るの を 幸 ひ、 久しぶりに 

彼女に 会って 見る ことにした。 

いま 

彼 は その 料理屋へ 尋ねて 行き、 未 〔# 底本で は ルビの 

「い」 が 抜け〕 だに 白粉の 厚い 彼女と 一 時間ば かり 話 を 

した。 が、 彼女の 空々 しいお 世辞に 幻滅 を 感ぜずに は 



東海道線の 三等 客車の 中。 大工ら しい 印 粋 纏の 男 

がー 人、 江 尻 あたりの 海 を 見ながら、 つれの 男に かう 

言って ゐた —— 「見や。 浪が チン コ 口の やう だ。」 

(大正 十五 年 十二月) 
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